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Abstract
This paper analyzes the progress in proactive, interactive and deep learning in primary schools 
and junior high schools judging from the results of a questionnaire concerning the lifestyle habits 
and learning environment for school children in the National Academic Achievement Assessment. 
Interactive learning is being proactively considered, including its purpose and the aim where 
children can deepen and broaden their own thoughts since the current Courses of Study includes 
enhancement of verbal activities as one of the important matters. Concerning proactive learning, 
opportunities for activities to express one’s own thoughts are increasing, but the purpose and aim 
of proactive learning for children to work on learning independently, to look back on the learning 
activities by themselves, and to give meaning such as through devising texts and sentences and 
assembling of stories so that another person understands the thoughts is not necessarily being 
realized. In terms of deep learning, the purpose and aim “to find a problem, and to think about a 
solution” is not necessarily being realized, and improvements in teaching need to be pushed for-
ward along the lines of the purpose and aim of deep learning.
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全国学力・学習状況調査は、教科国語及び算数・数学に関して、小学校第 6 学年、中学校第 3
学年の児童生徒を対象として、平成 23 年度を除き毎年度実施されている。平成 19 年度から 21
年度まで、及び 25 年度以降は悉皆調査として実施され、22 年度及び 24 年度は無作為抽出調査





















調査項目① :5 年生まで〔1,2 年生のとき〕に受けた授業では、先生から示される課題や、学級
やグループの中で、自分たちで立てた課題に対して、自ら考え、自分から進んで取り組んでいた
と思いますか（28 年度、29 年度）
調査項目② :5 年生まで〔1,2 年生のとき〕に受けた授業では、自分の考えを発表する機会が与
えられていたと思いますか（20 年度~29 年度）
調査項目③ :5 年生まで〔1,2 年生のとき〕に受けた授業では、学級の友達と〔生徒〕の間で話
し合う活動をよく行っていたと思いますか（21 年度~29 年度）
調査項目④ :5 年生まで〔1,2 年生のとき〕に受けた授業では、学級やグループの中で自分たち
で課題を立てて , その解決に向けて情報を集め , 話し合いながら整理して , 発表するなどの学習活
動に取り組んでいたと思いますか（27 年度、28 年度、29 年度）
調査項目⑤ : 学級の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広
げたりすることができていると思いますか（26 年度~30 年度）
調査項目⑥ :5 年生まで [1,2 年生のとき ] に受けた授業では、自分の考えを発表する機会では、
自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していたと思いま
すか（28 年度、29 年度）
調査項目⑦ :5 年生まで〔1,2 年生のとき〕に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から進んで取り組んでいたと思いますか（30 年度）
調査項目⑧ : 理科の授業で、自分の考え〔や考察〕をまわりの人に説明したり発表したりして
いますか（24 年度、27 年度、30 年度）
調査項目⑨ : 理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えてい
ますか（小学校調査 :24 年度、27 年度、30 年度）







徒の割合は、小学校調査においては、平成 28 年度及び平成 29 年度ともには 77.8% となっている





調査項目②「5 年生まで [1,2 年生のとき ] に受けた授業では、自分の考えを発表する機会が与
えられていたと思いますか」の質問に対して、「そう思う、どちらかといえばそう思う」と回答
した児童生徒の割合は、小学校調査において平成 20 年度が 79.7% であったのに対して、平成 29
年度には 84.8% まで増加（プラス 5.1 ポイント）している（図 2）。中学校調査においても、平成













出典 : 平成 29 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査報告書（平成 29 年 8 月 文部科学省 国立
教育政策研究所）
【図 2】調査項目②に対する回答状況
出典 : 平成 29 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査報告書（平成 29 年 8 月 文部科学省 国立
教育政策研究所）
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らかといえばそう思う」と回答した児童の割合は、平成 21 年度が 75.6% であったのに対して、
平成 29 年度には 84.5% まで 8.9 ポイント増加している（図 3）。
　中学校調査においては、「そう思う、どちらかといえばそう思う」と回答した生徒の割合は、
平成 21 年度が 52.4% と約半数であったのに対して、平成 29 年度には 81.6%（プラス 29.2 ポイン




ちで課題を立てて , その解決に向けて情報を集め , 話し合いながら整理して , 発表するなどの学習
活動に取り組んでいたと思いますか」の質問に対して、「そう思う、どちらかといえばそう思う」
と回答した児童生徒の割合は、小学校調査においては、平成 27 年度が 74.2% で、平成 29 年度は
75.2% と全体の約 4 分の 3 であり、増加の幅はわずか 1.0 ポイントである（図 4）。中学校調査に
おいても、平成 27 年度が 65.5%、平成 29 年度には 71.2% と約 7 割であり、増加の幅も 5.7 ポイ
ントと小学校よりは大きいもののあまり大きく変化していない。
【図 3】調査項目③に対する回答状況
出典 : 平成 29 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査報告書（平成 29 年 8 月 文部科学省 国立
教育政策研究所）
【図 4】調査項目④に対する回答状況








小学校調査においては平成 28 年度が 64.2%、平成 29 年度には 65.0%、中学校調査においては平
成 28 年度が 57.7%、平成 29 年度には 57.0% と経年での変化がほとんどなく、小学校では 3 分の







小学校調査において平成 26 年度が 65.9% であったのに対して、平成 29 年度は 68.3%（プラス 2.4
ポイント）とほとんど変化していないが、平成 30 年度においては 77.7% と 1 年間で急激に増加（プ
ラス 9.4 ポイント）している。中学校調査においても同様に、平成 26 年度が 61.9% であったの
に対して、平成 29 年度は 64.8%（プラス 2.9 ポイント）とあまり変化していないが、平成 30 年











おいては 73.9% と、両学校種ともに全体の約 4 分の 3 であり、調査項目④の「5 年生まで〔1,2
年生のとき〕に受けた授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立てて , その解決に向






答した児童生徒の割合は、小学校調査においては平成 24 年度では 46.8%、平成 30 年度では増加
【図 6】調査項目⑥に対する回答状況
出典 : 平成 30 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査報告書（平成 29 年 8 月 文部科学省 国立
教育政策研究所）
【図 7】調査項目⑦に対する回答状況




傾向にあるが 54.6%（プラス 7.8 ポイント）、中学校調査においても平成 24 年度では 27.0%、平




ばそう思う」と回答した児童の割合は、平成 24 年度から平成 30 年度にかけて 77.2% から 81.9%（プ
ラス 4.7 ポイント）と増加している（図 9）。
一方、中学校調査においては、同趣旨の「理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察して
いますか」（図 9）の質問に対して、「そう思う、どちらかといえばそう思う」と回答した生徒の
割合は、平成 24 年度は 56.7% であったのが、平成 27 年度は 67.3%、平成 30 年度は 72.3%（平成




出典 : 平成 30 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査報告書（平成 29 年 8 月 文部科学省 国立
教育政策研究所）
【図 9】調査項目⑨に対する回答状況





































た児童生徒は、小学校調査及び中学校調査の双方において、平成 29 年度には約 85% となっており、
「授業において自己の考えを発表すること」は小・中学校の現場において急激に進んできている
ことが示されている。













































・小学校調査　A 県市 93.2%　B 県市 78.9%　差 14.3 ポイント


























平成 29 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査報告書（平成 29 年 8 月 文部科学省 国立教育政策研究所）
平成 30 年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査報告書（平成 30 年 7 月 文部科学省 国立教育政策研究所）
幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）
（平成 28 年 12 月 21 日 中央教育審議会）
（受理日 : 平成 31 年 3 月 20 日）
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